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週
間

　法務局では、女性の人権についての専用相談電

話「女性の人権ホットライン」を設置しています。

　夫やパートナーからの暴力やセクハラなど女性

の人権に関する悩みをご相談ください。

　また、11 月 12 日㈭～ 18 日㈬までは、「全国一

斉『女性の人権ホットライン』強化週間」です。

期間中は、平日の受付時間を延長し、土日も対応

します。

【受付時間】

　平日：８時 30 分～ 17 時 15 分（年末年始除く）

【強化週間中の受付時間】

　11 月 12 日㈭～ 18 日㈬：８時 30 分～ 19 時

※ 14 日㈯、15 日㈰のみ：10 時～ 17 時

「女性の人権ホットライン」
                      強化週間

０５７０－０
ゼロナナゼロのハートライン

７０－８１０（全国共通ナビダイヤル）

《女性の人権ホットライン》

　栗山警察署では、自動車運転免許証を自主返納

される方の負担を軽減するため、「臨時窓口」を

開設します。

　自主返納を検討されている方の相談もお受けし

ますので、この機会をご利用ください。

【日　程】12 月３日㈭　13 時 30 分～ 15 時 30 分

【場　所】役場１階税務住民課

【手続きに必要なもの】

　①有効期限内の運転免許証

　（停止・取消などの行政処分中の場合は、対象外）

　②印鑑

※『運転経歴証明書』の交付を希望される方は、

①②のほかに収入証紙（1,100 円）と顔写真（縦

３㎝×横 2.4 ㎝）が必要です。

　運転経歴証明書は交付まで約１か月かかりま

す。詳しくは下記の問合先までご連絡ください。

【その他】

・自主返納を希望されるご本人が来庁してください。

・自主返納手続き後は、車の運転ができなくなり

ますのでご注意ください。

・「臨時窓口」で自主返納手続きをされた 65 歳以

上の方は、町が行っている『自主返納支援事業（ハ

イヤーチケット交付）』の手続きも同時に行えます。

・次回の「臨時窓口」の開設は、令和３年３月４

日㈭を予定しています。

【問合先】　役場町民生活係（☎ 76-8012）

または栗山警察署（☎ 0123-72-0110）

開
設

自動車運転免許証
　　　　自主返納臨時窓口

年
金 年金生活者支援給付金について

　昨年１０月より始まっている、年金生活者支援

給付金制度について、令和２年度については新た

に給付の支給対象になりうる方に、１０月中旬以

降、日本年金機構より請求可能な旨のお知らせを

送付します。

　令和３年２月１日までに請求手続きが完了した

方については、令和２年８月分から遡って受け取

ることができますので、同封のはがきに必要事項

を記入の上、請求手続きをお早めにお願いします。

【問合先】　年金生活者支援給付金専用窓口

（☎ 0570-05-1165（ナビダイヤル））

警
察

指名手配被疑者の捜査強化
　　　～ピンときたら 110 番～

　警察では、総力を挙げて指名手配被疑者の追跡

捜査などを行っていますが、逃走中の指名手配被

疑者を一人でも多く、早期に発見、検挙するため

には、捜査に対する皆さんのご理解とご協力が欠

かせません。

　指名手配被疑者に関する情報は、どんな些細な

ことであっても、ためらわずに 110 番通報または

最寄りの警察施設に連絡をお願いします。

【問合先】　栗山警察署（☎ 0123-72-0110）

消
防

ご家庭の住宅用火災警報器は
　　　　　　　　大丈夫ですか？

　新築住宅に対する住宅用火災警報器の設置義務

化から 10 年以上が経過しました。

　住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の劣

化や電池切れなどで火災を感知しなくなることが

ありますので、10 年を目安に交換することをお

すすめします。

　また、定期的に火災時の警報音を確認し、正常

に作動するか確かめましょう。設置時期を調べる

には、警報器を設置したときに記入した「設置年

月」または本体に記載されている「製造年」をご

確認ください。

【問合先】南空知消防組合長沼支署　（☎ 88-2819)
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９
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。

南空知消防組合長沼支署 　

　☎ 88-2819　※ 24 時間受付

救急医療情報案内センター 

　☎ 0120-20-8699

携帯電話から：☎ 011-221-8699　

インターネットから：

https://www.qq.pref.hokkaido.jp

【
問
合
先
】
南
空
知
消
防
組
合
長
沼
支
署

（
☎
88-

２
８
１
９
）

令和２年９月 30 日現在
▼火災件数　　　 ２件
▼救急件数　 ３３６件

11 月９日は

「１１９番の日」

病 院 照 会

①火事と救急の区別をはっきりと

②住所、氏名は正しく、詳しく伝える

③�何が（だれが）どうしたかを、正確に、わかり

やすく伝える

④通報者の氏名、電話番号を明らかにする

⑤通報後は、現場の近くで安全な場所にいること

　（再確認する場合があるため）

１１９番通報　５つのポイント


